
五
月
二
四
日
、
エ
ル
お
お

さ
か
六
階
大
会
議
場
に
て

「
教
育
破
壊
・
公
務
員
攻
撃

を
許
さ
な
い
五
・
二
四
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

総
合
司
会
を
大
阪
東
南
フ
ォ
ー

ラ
ム
事
務
局
長
で
あ
る
小
川

亮
氏
、
主
催
者
挨
拶
を
大
阪

東
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
の
白

木
原
雄
氏
が
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
元
大
阪
府
教
組
委

員
長
で
、
現
在
大
阪
府
教
育

文
化
総
合
研
究
所
所
長
を
務

め
ら
れ
る
新
居
晴
幸
氏
が

『
教
育
二
条
例
と
学
校
選
択

制
の
問
題
点
』
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

新
居
氏
が
提
示
し
た
教
育

基
本
条
例
案
の
問
題
点
は
、

①
教
育
に
民
意
が
反
映
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
嘘
②
民
意

は
吾
に
あ
り
と
い
う
ゴ
ー
マ

ニ
ズ
ム
③
知
事
が
教
育
目
標

を
決
め
る
④
愛
国
心
教
育
と

国
際
競
争
力
に
打
ち
勝
つ
人

材
作
り
が
教
育
の
目
的
⑤
し

か
し
、
地
方
教
育
行
政
法
で

は
、
二
十
三
条
と
二
十
四
条

で
縛
ら
れ
て
い
る
⑥
だ
か
ら

条
例
で
知
事
が
教
育
を
取
り

戻
す
。
そ
の
た
め
に
二
十
五

条
の
勝
手
な
解
釈
⑦
こ
れ
を

徹
底
す
る
為
に
評
価
制
度
を

改
悪
し
、
教
職
員
の
現
行
絶

対
評
価
を
相
対
評
価
へ
。
二

年
連
続
し
て
最
低
評
価
者

（
相
対
評
価
五
％
）
は
解
雇

⑧
三
年
連
続
定
員
に
満
た
な

い
学
校
は
廃
校
⑨
学
力
テ
ス

ト
の
学
校
別
結
果
公
表
⑩
民

間
か
ら
の
公
募
。
任
期
つ
き

の
校
長
⑪
校
長
に
人
事
権
⑫

全
四
十
八
条
中
、
二
十
七
条

が
教
職
員
の
懲
戒
・
文
言
に

関
す
る
こ
と
。
更
に
別
表
一

か
ら
六
が
、
教
職
員
の
管
理

統
制
強
化
条
例
⑬
職
務
命
令

違
反
三
回
で
免
職
で
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
別
に

学
校
選
択
制
や
入
試
選
抜
方

法
の
改
悪
に
つ
い
て
問
題
点

を
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

学
校
選
択
制
は
、
親
の
経
済

力
の
違
い
に
よ
る
学
力
格
差

の
助
長
。
入
試
選
抜
方
法
を

現
行
の
学
校
成
績
（
相
対
評

価
）
と
入
試
の
総
合
評
価
か

ら
入
試
重
視
に
し
た
場
合
、

体
育
や
美
術
の
成
績
が
反
映

さ
れ
に
く
い
と
の
事
で
し
た
。

続
い
て
、
三
団
体
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
ア
ピ
ー
ル
が
あ
り
、

先
ず
、
大
阪
市
議
会
議
員
の

山
本
修
子
氏
の
ア
ピ
ー
ル
が

あ
っ
た
後
、
大
阪
市
従
の
中

原
副
委
員
長
よ
り
「
私
た
ち

は
戦
前
・
戦
後
の
劣
悪
な
状

況
か
ら
、
人
間
ら
し
く
生
き

る
為
に
闘
い
抜
き
、
先
輩
か

ら
受
け
継
い
だ
も
の
を
次
の

世
代
へ
と
つ
な
い
で
き
ま
し

た
。
今
、
大
阪
の
自
治
は
崩
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公
務
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攻
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を
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な
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五
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壊
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
市

民
生
活
の
安
心
安
全
を
守
る

た
め
、
公
共
事
業
民
営
化
や

教
育
を
破
壊
す
る
条
例
と
闘

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
組

合
員
と
そ
の
家
族
の
生
活
を

守
る
た
め
に
も
橋
下
の
暴
挙

に
屈
さ
ず
、
闘
い
に
臨
ん
で

い
き
た
い
」
。

最
後
に
大
阪
労
働
者
弁
護

団
代
表
幹
事
で
あ
る
弁
護
士

の
大
川
一
夫
氏
よ
り
「
反
橋

下
の
集
会
に
は
、
毎
回
弁
護

士
が
来
て
い
る
。
我
々
は
彼

を
弁
護
士
と
思
っ
て
い
な
い
。

弁
護
士
の
仕
事
は
、
基
本
的

人
権
を
守
る
事
。
弁
護
士
の

原
点
に
返
り
少
数
者
を
守
る

闘
い
に
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

連
帯
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
。

集
会
の
最
後
に
、
南
大
阪

連
帯
会
議
議
長
の
大
野
進
氏

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

第２１４号 ２０１２年６月１０日 団結こそ命、闘争こそ力

組織を強化拡大し、階級的労働運動の発展をめざそう！

?( ２ )?

６・２３反安保学習会のお知らせ

▽▽▽▽日日日日時時時時：：：：６６６６月月月月２２２２２２２２日日日日（（（（金金金金））））１１１１８８８８：：：：００００００００～～～～

▽▽▽▽場場場場所所所所：：：：田田田田中中中中機機機機械械械械ホホホホーーーールルルル

▽▽▽▽講講講講師師師師：：：：永永永永嶋嶋嶋嶋靖靖靖靖久久久久弁弁弁弁護護護護士士士士（（（（大大大大阪阪阪阪労労労労働働働働者者者者弁弁弁弁護護護護団団団団））））

「6月23日」とは、1960年に改定日米安全保障条約が

批准・発効された日です。当時、三井三池の闘いもあり、

「安保と三池」という形で激しく労働者・学生・市民が労

働現場と国会前で闘いぬいていました。闘争の過程では東

大生の樺美智子さんが機動隊に虐殺されました。この安保

反対闘争の大きさに岸内閣は打倒されたのです。

1970年には、政府が10年前を繰り返さないために、安

保条約の「期限切れ・自動延長」という手段をとりました

が、総評の中央メーデーで「反安保」のスローガンが抜け

たことに対して、大阪では「総評の右傾化阻止」の横断幕

が掲げられ、その後も「6・23反安保行動」は続けられて

きましたが、国鉄分割民営化－連合結成と経過する中で、

労働組合運動そのものが運動としても考え方としても衰退

していく中で、「6・23」の取り組みも後退してきました。

これまで港合同は、夏季闘争を６月反安保月間として、

活動の重要な柱の一つと位置づけ闘いぬいてきました。

地域から反安保の闘いをさらに積極的に進めよう！


